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∗ 調査実施概要 
   ・飯舘村 住宅内放射線量調査 
     実施期間：２０１３年７月１４日 
     調査員  ：糸長浩司（日本大学） 
              川口貴大（日本大学・研究室４年生） 
              吉田和貴（日本大学・研究室４年生） 
                         暖水勝規（日本大学・研究室４年生） 
                         菅井益郎（国学院大学） 
                         林剛平（東北大学） 
                         上澤千尋（原子力資料情報室） 
     GIS放射能分布図作成 
                                      關正貴（日本大学・研究室研究員） 
 

飯舘村住宅内放射線量調査 



 

 
 ・調査地域 
 
 

 前田地区S邸  居住制限区域 
 草野地区K邸  居住制限区域 
 伊丹沢地区K邸  居住制限区域 
 蕨平地区S邸  居住制限区域 
 長泥地区S邸  帰還困難区域 
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全村民アンケート 
２０１２年末 
     帰村条件 
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帰村宣言された時、どうするか 



2014/4/3 6 
帰村宣言された時の村の住宅の扱い 



２．将来への希望、期待について 
 
 ・除染への期待と不安の葛藤 
 ・家族と一緒に暮らしたい（どこでも） 
 ・帰村して家族で暮らしたい 
 ・新しい土地での住宅で暮らしたい 
 ・伊達方面で新天地を求めたい（みんなで） 
 ・伊達方面で復興公営住宅がほしい 
 ・子供が帰れる場所を作りたい 
 ・二地域居住、飯舘の住宅は別荘でよい 
 ・帰村、移住に関して村長との話し合いをしたい 
 ・農業がしたい 
 ・素直に将来の見通しを正直に示してほしい 
 ・長期的な保障 
 
 



３．飯舘村内の住宅・農地・森林について 
（１）住宅・宅地 
 ・除染の徹底    ・満足のいく金額で買い上げてほしい。 
   →復興公営住宅、仮の村・新天地での住宅再建 
 ・借り上げてほしい。 
 ・補修、継続的な管理を望む 
 ・土地の有効活用、ソーラーパネル等 
（２）農地 
 ・除染の徹底、農業をできるようにしてほしい。 
           ←→除染せず自然に任せたい 
 ・水耕栽培は可能 
 ・買い取り希望  ←→ 先祖の土地であり、売却できない 
 ・利用できる人に任せたい。ソーラー等 
 ・国に貸す。３０年以後の世代に期待。 
（３）森林 
 ・長期的管理、イノシシ対策、 
 ・１００年以後の木材活用への期待 
 ・買い取り希望 
 ・無理な除染は森林の土砂流出危険、放置 
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東北大 林剛平   



１階床と屋外の線量分布_前田  

*NO.1 

*NO.2 

*土壌採取位置 
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天井 
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伊丹沢地区 Ｓ邸 



 

 
 ・調査地域 
 
 

 前田地区S邸  居住制限区域 
 草野地区K邸  居住制限区域 
 伊丹沢地区K邸  居住制限区域 
 蕨平地区S邸  居住制限区域 
 長泥地区S邸  帰還困難区域 

 

 
 
 
 



2014/4/3 41 



2014/4/3 42 



2014/4/3 43 



2014/4/3 44 



 

 
 ・調査地域 
 
 

 前田地区S邸  居住制限区域 
 草野地区K邸  居住制限区域 
 伊丹沢地区K邸  居住制限区域 
 蕨平地区S邸  居住制限区域 
 長泥地区S邸  帰還困難区域 

 

 
 
 



2014/4/3 46 



2014/4/3 47 



2014/4/3 48 



2014/4/3 49 



2014/4/3 50 

放射性物質付着の比較        東北大 林剛平 資料 
 
Ｋ宅裏の土   セシウム１３４  ３３１７ Bq/ kg      
          セシウム１３７  ８１４７ Bq/ kg 
               合計  １１４６４ Bq/ kg 
                   745,160   Bq/ m2 
Ｋ宅玄関横土  セシウム１３４  ３１８８ Bq/ kg 
           セシウム１３７  ７４７０ Bq/ kg 
               合計   １０６５８ Bq/ kg 
                   ６９２，７７０ Bq/ m2 
 
Ｋ宅住宅内二階天井裏の塵 
           セシウム １３４＋１３７  
                  ６２８   Bq/ m2 
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まとめ 
①一階より二階が高い 
②床、床上、天井と空間的に高い方が線量が高い 
③０．６μシーベルト／hの放射線管理区域を越えている 
④住宅の周囲の汚染状況によって、住宅内の線量に差   
  が生じる。壁・窓ある。に近い室内が高い傾向にある。 
⑤住宅内での放射線量が場所によって二倍以上も異な  
 る中で、室内の低減率を一律としての累積は問題 
⑥行政等は、飯舘村内の住宅内汚染状況を全て調査、 
  一時帰宅も含めての対策を行う必要がある。 
★日本の住宅構造 
 屋根構造、屋根裏換気、外気との住宅の呼吸の必要性等を考
慮すると、外気空気環境が森林等を含めて放射能汚染され、 
 この状況下が長期的に続くことを考慮すると、この住宅内での
居住の放射能被曝リスクは高く、居住に適しているとはいえない。 
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住宅内被曝の低減の方策 

一時滞在する際の被曝量を効果的に低減する方法 
  ①住宅の外装の除染（外壁，屋根，屋根裏） 
  ②住宅内の除染（床，壁，天井） 
  ③住宅周囲の除染（住宅の北側，縦樋，側溝，苔） 
  ④樋の清掃  
  ⑤住宅換気システムの防放射線化（フィルターの徹底） 
  ⑥コンクリート等での遮蔽物の建設，フィルターの設置  
  ⑦住宅壁面の鉛等での防御壁の設置 
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単位 Bq/kg 

場所 内容 ＣＳ１３４ ＣＳ１３７ 
ＣＳ合
計 

Ｋ４０ 計測時間 

小屋内一階土間 土 48 114 162 832 2時間 

小屋一階北壁 土 12 21 33 507 2時間 

小屋二階南壁 土 193 430 623 370 2時間 

              

小屋南入口軒下 
土・落ち
葉 

12345 28462 40807 － 1時間 

小屋南前敷地 土 1474 3593 5067 720 30分 

小屋畑 土 2248 5159 7407 727 2時間 

小屋裏山 土 1598 3725 5323 749 2時間 
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神社 

津波被害集落 

高所移転候補地 

仮設住宅地 

お寺 



【津波被害地大船渡市碁石協議会での支援活動、高所移転計画等 
 
日本大学糸長研究室、災害支援まちづくり機構】 



2014/4/3 62 作図 リアスの風 



支援機構 ＪＩＡ盛岡メンバー 
リアスの風 提案図 
(佐川、六本木、若松 他） 
監修 糸長浩司 
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